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小
田
急
相
模
原
駅
北
口
周
辺
地

区
の
建
築
物
の
制
限
を
変
更
す
る

条
例
改
正
は
、
遊
技
業
を
そ
の
制

限
対
象
に
含
め
る
こ
と
は
難
し
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
駅
周
辺
に
こ

れ
以
上
パ
チ
ン
コ
業
が
ふ
え
る
こ

と
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
開
発
に

当
た
り
建
築
さ
れ
る
も
の
に
は
公

共
床
の
設
置
を
予
定
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
利
用
を
考
え
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。
公
共
性
の
高
い
施
設
、

座
間
の
入
り
口
と
し
て
の
顔
、
さ

く
ら
道
の
起
点
機
能
な
ど
を
盛
り

込
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
そ

こ
に
遊
技
業
等
が
混
在
す
る
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
こ
の
街
区
へ
の
遊
技
業

の
出
店
を
制
限
す
る
定
め
の
必
要

を
訴
え
、
本
条
例
の
改
正
に
反
対

し
ま
す
。

　

手
話
は
言
語
の
一
つ
と
の
定
義

を
含
む
国
連
障
害
者
権
利
条
約
が

採
択
さ
れ
て
か
ら
８
年
、
日
本
も

よ
う
や
く
こ
れ
を
批
准
す
る
に
至

り
ま
し
た
。
手
話
は
ハ
ン
デ
ィ
を

補
完
す
る
も
の
で
は
な
く
、
母
語

そ
の
も
の
と
位
置
づ
け
、
音
声
言

語
と
同
じ
地
位
を
認
め
る
法
整
備

と
運
動
が
今
後
も
必
要
で
す
。
ま

た
手
話
を
文
化
的
所
産
と
し
て
価

値
を
高
め
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

無
理
解
、
差
別
、
偏
見
を
な
く
す

こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
陳
情
者
に
対
し
敬
意
を
表
す

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

病
院
が
開
院
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
密
着
型
事
業
所
整

備
事
業
費
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
、 

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
訪
問
看

護
と
宿
泊
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
複

合
型
施
設
が
座
間
市
と
し
て
は
初

め
て
開
設
さ
れ
ま
す
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
急
務
で
あ
る
今
、 

ま
さ
に
時
宜
に
か
な
っ
た
事
業
で

あ
り
大
い
に
評
価
し
ま
す
。
医
療

介
護
総
合
推
進
法
が
成
立
し
、
今

後
ま
す
ま
す
地
域
密
着
型
事
業
所

は
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更

な
る
増
設
、
充
実
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

２８

２６

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
、
本
補
正
予
算
に

は
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
一
部
返
還
前

の
病
院
建
設
の
た
め
の
予
算
や
、

東
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

の
備
品
購
入
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る

宝
く
じ
助
成
金
や
、
障
が
い
者
相

談
支
援
事
業
費
の
補
正
増
、
地
域

密
着
型
事
業
所
の
改
修
費
用
な
ど
、 

市
民
要
望
に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、 

賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
賛
成
の
立
場
で
あ
り
ま

す
が
、
執
行
の
上
で
い
く
つ
か
改

善
を
求
め
て
お
き
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
方
は
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
障
が
い
者
相
談
支
援
事

業
費
で
相
談
支
援
専
門
員
を
補
助

す
る
人
を
雇
用
す
る
わ
け
で
す
。

利
用
計
画
が
し
っ
か
り
つ
く
ら
れ

る
体
制
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、

ま
だ
利
用
計
画
を
作
成
さ
れ
て
い

な
い
方
が
一
日
も
早
く
作
成
で
き

る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は　

億
円
余
あ
る
と
示
さ
れ
ま
し

１５
た
。
し
か
し
、
本
市
の
財
政
は
大

変
な
状
況
だ
と
誤
解
さ
れ
た
ま
ま

の
声
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
本
市
の

財
政
が
し
っ
か
り
あ
る
こ
と
を
市

民
の
方
々
に
知
ら
せ
て
、
市
民
要

望
に
沿
っ
て
生
活
環
境
改
善
や
福

祉
の
向
上
に
、
よ
り
一
層
取
り
組

む
よ
う
求
め
て
お
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

市
民
要
望
に
か
な
う
補
正
予
算
に
賛
意

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

建
築
制
限
条
例
改
正
に
反
対

手
話
言
語
法
制
定
の
陳
情
に
賛
成

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

２８

２６

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）に
お
い
て
計
上
さ
れ
て
い
る
、

基
地
返
還
跡
地
利
用
促
進
事
業
費

の
う
ち
使
用
料
及
び
賃
借
料
５
４

３
万
９
千
円
に
つ
い
て
は
、
病
院

誘
致
事
業
に
お
い
て
、
返
還
さ
れ

る
前
に
工
事
着
手
で
き
る
よ
う
、

本
年　

月
１
日
か
ら
日
米
共
同
使

１０

用
す
る
た
め
の
借
地
料
が
予
算
措

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の

位
置
づ
け
で
、
か
つ
地
区
計
画
に

よ
り
建
物
用
途
を
限
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
想
像
し
て
い
た
金
額
よ

り
も
は
る
か
に
安
価
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
返
還
前
の
土
地
を
共
同

使
用
す
る
と
い
う
過
去
に
例
の
な

い
取
り
組
み
を
実
現
さ
れ
た
英
知

と
そ
の
ご
尽
力
を
大
い
に
評
価
し

ま
す
。

　

ま
た
、
議
案
第　

号
座
間
市
火

３１

災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
８
月
に
京
都
府

２５

福
知
山
市
に
て
開
催
さ
れ
た
花
火

大
会
で
発
生
し
た
露
店
爆
発
事
故

を
重
く
受
け
と
め
、
同
様
の
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
ま
た
、

本
市
内
で
開
催
さ
れ
る
大
凧
ま
つ

り
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
等
の
大
規

模
な
イ
ベ
ン
ト
や
、
夏
祭
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
、
市
民
に
と
っ
て

安
全
・
安
心
な
も
の
と
し
て
楽
し

く
過
ご
せ
る
場
と
す
る
た
め
に
も

必
要
な
も
の
と
考
え
、
賛
意
を
表

し
ま
す
。

新
政
い
さ
ま
（
荻
原　

健
司 
議
員
）

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
跡
地
利
用
の

前
倒
し
実
現
を
評
価

と
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
条
例
改
正
案
を

是
と
し
、
長
年
、
市
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た
、
小
田
急
相
模
原
駅
前

西
地
区
の
再
開
発
を
力
強
く
更
に

推
進
し
て
頂
く
こ
と
を
切
望
し
な

が
ら
、
今
回
の
条
例
改
正
を
高
く

評
価
し
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、 

基
地
返
還
跡
地
利
用
促
進
事
業
費

８
４
５
万
４
千
円
は
平
成　

年
春

２８

の
病
院
開
業
に
向
け
、
返
還
前
の

平
成　

年
中
に
工
事
着
工
す
る
た

２６

め
の
日
米
共
同
使
用
に
伴
う
予
算

措
置
で
あ
り
、
賛
成
し
ま
す
。

　

国
有
財
産
関
東
地
方
審
議
会
に

お
い
て
「
キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
予

定
地
の
一
部
土
地
を
返
還
前
に
病

院
敷
地
と
し
て
使
用
し
、
返
還
後

は
市
に
対
し
時
価
貸
与
す
る
こ
と

に
つ
い
て
適
当
で
あ
る
」
と
の
答

申
が
な
さ
れ
、
病
院
建
設
工
事
が

返
還
前
に
本
格
的
に
着
手
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
年
、
粘
り
強
く
国
へ
働
き
か

け
て
き
た
当
局
の
努
力
を
大
い
に

評
価
し
、
今
後
も
着
実
に
工
事
を

遂
行
し
、
晴
れ
て
平
成　

年
春
に

２８

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

返
還
前
の
病
院
建
設
工
事
着
手

執
念
と
粘
り
強
い
取
り
組
み
を
評
価

　

本
市
の
基
地
対
策
の
基
本
姿
勢

並
び
に
キ
ャ
ン
プ
座
間
部
分
的
返

還
地
の
現
行
の
土
地
利
用
計
画
と

な
っ
た
最
大
の
転
換
点
は
、
２
０

０
８
年
７
月　

日
、
本
市
が
基
地

２８

強
化
反
対
と
い
う
旗
を
お
ろ
し
た

日
で
す
。
こ
れ
以
降
、
そ
れ
ま
で

堅
持
し
て
き
た
キ
ャ
ン
プ
座
間
の

基
地
強
化
反
対
、
具
体
的
に
は
米

軍
再
編
に
伴
う
米
日
両
司
令
部
の

キ
ャ
ン
プ
座
間
移
転
に
反
対
す
る

姿
勢
を
転
換
し
、
こ
れ
を
実
質
上

容
認
し
、
防
衛
省
の
認
め
る
範
囲

内
の
負
担
軽
減
、
す
な
わ
ち
防
衛

省
か
ら
の
交
付
金
な
ど
自
治
体
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
金
に
依
存
し
、

自
衛
隊
宿
舎
以
外
の
土
地
利
用
に

便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
う
と
い
う

防
衛
省
依
存
の
基
地
対
策
へ
本
市

の
基
本
姿
勢
が
変
質
し
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

原
発
立
地
自
治
体
が
補
助
金
づ

け
に
さ
れ
、
一
旦
過
酷
事
故
が
起

こ
れ
ば
、
十
分
な
支
援
も
受
け
ら

れ
ず
切
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
す
る

現
状
と
本
市
の
将
来
が
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
今
回
、
キ
ャ

ン
プ
座
間
部
分
的
返
還
地
の
跡
地

利
用
の
実
質
的
な
最
初
の
予
算
措

置
が
含
ま
れ
る
本
補
正
措
置
に
反

対
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
基

地
対
策
が
「
歌
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ

ア
」
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
多
く
の
議
員
が
賛
同
さ
れ
る
こ

と
を
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

座
間
市
の
基
地
対
策
の
変
質

跡
地
利
用
関
連
予
算
に
反
対

　

座
間
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
は
、
平
成
５
年

　

月
に
決
定
さ
れ
た
「
小
田
急
相

１１模
原
駅
前
西
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
」
に
お
い
て
、
当
該
地
区
内

の
地
権
者　

名
中　

名
に
も
の
ぼ

１８

１５

る
大
多
数
の
方
々
と
合
意
に
至
っ

た
こ
と
か
ら
、
提
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
当
局
の
担
当
者
は

地
元
の
皆
さ
ん
と
一
体
に
な
り
、

速
や
か
に
再
開
発
を
推
進
で
き
る

よ
う
、
地
権
者
各
位
と　

年
以
上

２０

に
わ
た
り
、
ね
ば
り
強
く
交
渉
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
総

括
質
疑
等
に
お
い
て
、
パ
チ
ン
コ

店
等
を
定
義
す
る
風
営
法
第
２
条

第
１
項
第
７
号
・
第
８
号
を
な
ぜ

除
い
た
の
か
と
い
う
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し

て
、
当
該
施
設
が
現
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
第
７
号
・
第
８

号
を
除
く
と
い
う
当
局
の
判
断
は

適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
存
す
る
建
物
が
再

開
発
さ
れ
た
際
に
は
、
安
全
な
歩

道
の
確
保
と
整
備
が
か
な
う
こ
と

ざ
ま
大
志
会
（
松
橋　

淳
郎 
議
員
）

駅
周
辺
再
開
発
に
伴
う

「
条
例
の
一
部
改
正
」
を
高
く
評
価

　

▽
５
月　

日　

開
会
、
会
期
決
定
、

３０

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・

討
論
・
採
決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、陳
情
上
程
・

委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

　

▽
６
月
６
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
９
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月　

日　

一
般
質
問

１０

　

▽
６
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
･

２３

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審
査
案
件

上
程
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報

告
・
質
疑
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
中

間
報
告
・
質
疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説

明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
農
業
委
員

会
委
員
の
推
薦
、
議
員
派
遣
、
議
員
提

出
議
案
上
程
・
（
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、

閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑
（
５
月

２６

　

日
）

３０
　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

　

総
括
質
疑
（
５
月　

日
）

３０

　

伊
藤
正
（
新
政
い
さ
ま
）
、
守
谷
浩

一
（
日
本
共
産
党
）
、
安
田
早
苗
（
公

明
党
）
、
安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ

ト
）

　

報
告
第
５
・
６
号
に
対
す
る
質
疑（
５

月　

日
）

３０

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

討
論
（
６
月　

日
）

２３

　

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

安
田
早
苗
（
公
明
党
）、
沖
永
明
久（
会

派
に
所
属
し
な
い
議
員
）
、
松
橋
淳
郎

（
ざ
ま
大
志
会
）
、
荻
原
健
司
（
新
政

い
さ
ま
）
、
守
谷
浩
一（
日
本
共
産
党
）

　

報
告
第
９
号
に
対
す
る
質
疑
（
６
月

　

日
）

２３
　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い
議

員
）、安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要


